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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第17期
第３四半期
連結累計期間

第18期
第３四半期
連結累計期間

第17期

会計期間
自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (千円) 14,590,806 18,238,355 19,599,729

経常利益 (千円) 123,629 3,767,171 830,452

親会社株主に帰属する
四半期純利益
又は親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △801,320 2,587,713 △814,124

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △740,493 2,601,848 △780,950

純資産額 (千円) 9,153,049 11,922,493 9,130,804

総資産額 (千円) 12,062,573 17,097,768 12,133,520

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額(△)

(円) △21.92 70.41 △22.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － 67.58 －

自己資本比率 (％) 75.4 69.6 75.1
 

 

回次
第17期
第３四半期
連結会計期間

第18期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.79 30.72
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第17期第３四半期連結累計期間及び第17期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失及び１株当たり当期純損失であるため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動については、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（連結の範囲又は

持分法適用の範囲の変更）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間の売上高は、18,238,355千円となり、前年同期比25.0％の増加となりました。これ

は主に、「BLEACH Brave Souls」の売上が増加したことに加え、６月13日にリリースしました「キャプテン翼 ～

たたかえドリームチーム～」及び８月28日にリリースしました「うたの☆プリンスさまっ♪ Shining Live」の売

上が好調に推移したことによるものです。

費用面では、売上原価は11,690,068千円となり、前年同期比10.4％の増加となりました。これは主に、売上増

加に伴う使用料及び支払手数料が増加したことによるものです。

販売費及び一般管理費は3,341,940千円となり、前年同期比12.4％の増加となりました。これは主に、広告宣伝

費が増加したことによるものです。

その他、営業外収益として592,877千円を計上しました。これは主に、外貨建取引の決済時における為替相場の

変動等により、為替差益512,282千円を計上したことによるものです。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高18,238,355千円（前年同期比25.0％増）、営業利益

3,206,347千円（前年同期比211.0％増）、経常利益3,767,171千円、親会社株主に帰属する四半期純利益

2,587,713千円となりました。

　

EDINET提出書類

ＫＬａｂ株式会社(E25867)

四半期報告書

 3/19



 

(2）財政状態の分析

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は17,097,768千円となり、前連結会計年度末に比べ、4,964,248

千円の増加となりました。

流動資産合計は10,402,376千円となり、前連結会計年度末に比べ、2,484,658千円の増加となりました。これは

主に、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加によるものです。

固定資産合計は6,695,392千円となり、前連結会計年度末に比べ、2,479,589千円の増加となりました。これは

主に、無形固定資産の増加によるものです。

 

（負債の部）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は5,175,274千円となり、前連結会計年度末に比べ、2,172,558

千円の増加となりました。

流動負債合計は5,166,908千円となり、前連結会計年度末に比べ、2,167,126千円の増加となりました。これは

主に、未払法人税等、買掛金の増加によるものです。

固定負債合計は8,365千円となり、前連結会計年度末に比べ、5,431千円の増加となりました。これは主に、

リース債務の増加によるものです。

 

（純資産の部）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は11,922,493千円となり、前連結会計年度末に比べ、

2,791,689千円の増加となりました。これは主に、利益剰余金の増加によるものです。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、125,977千円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 93,618,000

計 93,618,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 38,147,100 38,156,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権株式であ
り、株主としての権利内
容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
であります。
また、単元株式数は100
株となっております。

計 38,147,100 38,156,000 ― ―
 

(注) 提出日現在発行数には、平成29年11月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年７月１日～
平成29年９月30日

129,400 38,147,100 30,606 4,621,357 30,606 4,317,113
 

(注) １．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成29年10月１日から平成29年10月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が8,900

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ2,962千円増加しております。

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

1,070,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

37,070,500
370,705

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、単元株
式数は100株であります。

単元未満株式
普通株式

6,600
― ―

発行済株式総数 38,147,100 ― ―

総株主の議決権 ― 370,705 ―
 

② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ＫＬａｂ株式会社

東京都港区六本木６丁目10－１ 1,070,000 ― 1,070,000 2.80

計 ― 1,070,000 ― 1,070,000 2.80
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,660,962 5,733,297

  受取手形及び売掛金 2,120,551 3,510,985

  その他 1,136,600 1,158,673

  貸倒引当金 △396 △579

  流動資産合計 7,917,717 10,402,376

 固定資産   

  有形固定資産 301,618 284,332

  無形固定資産   

   のれん 1,724 867,649

   その他 1,279,723 2,644,038

   無形固定資産合計 1,281,448 3,511,687

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,323,414 1,649,077

   その他 1,338,408 1,256,247

   貸倒引当金 △29,087 △5,953

   投資その他の資産合計 2,632,735 2,899,371

  固定資産合計 4,215,802 6,695,392

 資産合計 12,133,520 17,097,768

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,309,807 1,752,943

  賞与引当金 92,422 25,075

  未払法人税等 17,370 1,095,071

  その他 1,580,181 2,293,817

  流動負債合計 2,999,781 5,166,908

 固定負債   

  その他 2,934 8,365

  固定負債合計 2,934 8,365

 負債合計 3,002,715 5,175,274

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 4,572,322 4,621,357

  資本剰余金 4,268,078 4,317,113

  利益剰余金 1,083,879 3,671,593

  自己株式 △836,477 △741,736

  株主資本合計 9,087,803 11,868,327

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △1,439 74,947

  為替換算調整勘定 24,212 △40,080

  その他の包括利益累計額合計 22,772 34,867

 新株予約権 20,227 19,298

 純資産合計 9,130,804 11,922,493

負債純資産合計 12,133,520 17,097,768
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 14,590,806 18,238,355

売上原価 10,586,010 11,690,068

売上総利益 4,004,795 6,548,287

販売費及び一般管理費 2,973,697 3,341,940

営業利益 1,031,098 3,206,347

営業外収益   

 受取利息 22,110 25,024

 受取配当金 4,132 15,919

 為替差益 － 512,282

 その他 31,732 39,650

 営業外収益合計 57,975 592,877

営業外費用   

 支払利息 2,387 508

 持分法による投資損失 19,615 29,036

 為替差損 849,350 －

 その他 94,091 2,507

 営業外費用合計 965,444 32,052

経常利益 123,629 3,767,171

特別利益   

 関係会社株式売却益 － 11,871

 その他 1,433 86

 特別利益合計 1,433 11,957

特別損失   

 減損損失 757,700 －

 固定資産除却損 12,170 17,410

 その他 98,359 －

 特別損失合計 868,230 17,410

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△743,167 3,761,718

法人税等 52,994 1,172,749

四半期純利益又は四半期純損失（△） △796,161 2,588,968

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,158 1,255

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△801,320 2,587,713
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △796,161 2,588,968

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △64,979 73,901

 為替換算調整勘定 156,573 △63,507

 持分法適用会社に対する持分相当額 △35,924 2,485

 その他の包括利益合計 55,668 12,879

四半期包括利益 △740,493 2,601,848

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △738,575 2,599,808

 非支配株主に係る四半期包括利益 △1,918 2,039
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

(連結の範囲の重要な変更)

　KLab Cyscorpions,Inc.につきましては、第２四半期連結会計期間において全ての株式を売却したため、連結の

範囲から除外しております。

　また、当第３四半期連結会計期間において、株式会社アバシーの全ての株式を取得したことにより、株式会社

アバシー及び同社の子会社である株式会社スパイスマートを連結の範囲に含めております。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を

欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日 至 平成29年９月30日)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のと

おりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

減価償却費 508,683千円 389,670千円

のれん償却額 15,775千円 23,522千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　(取得による企業結合)　

当社は、平成29年６月21日開催の取締役会において、株式会社アバシーの全株式を取得(以下「本件株式取得」

といいます。)し、子会社化することについて決議いたしました。これに基づき、平成29年６月30日付で株式売買

契約書を締結し、平成29年７月１日付で当該株式を取得しております。

　また、本件株式取得に伴い、株式会社アバシーの子会社である株式会社スパイスマートが当社の孫会社になり

ます。

　１ 企業結合の概要

　　(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

　①被取得企業の名称   株式会社アバシー

　　　事業の内容         子会社の経営管理等

　　②被取得企業の名称   株式会社スパイスマート

　　　事業の内容         ゲーム内運用に関するリサーチ業務及びコンサルティング業務

　　(2) 企業結合を行った主な理由

モバイルオンラインゲーム市場はスマートフォンの普及に伴い急速に拡大してきましたが、近年は競争が

激化してきており、このような市場環境における事業者にとって、収益の拡大・維持のため、ゲームシステ

ムやゲーム内運用施策等の情報収集・分析の重要性がますます高まっています。日本以外の中華圏や東アジ

ア圏においても同様の市場動勢となってきております。

　こうした環境の中、スパイスマートは、高品質な分析情報を提供することでクライアント数を急激に増や

し事業を拡大してきました。

　今回の同社株式の取得、完全子会社化により、スパイスマートは当社が持つリソースを活用し、Sp!cemart

の開発体制及び営業体制を強化し、より付加価値の高い情報を、より多くのクライアントに提供することが

可能になります。

　また、世界的にも競争が激化する中、中華圏の事業者による日本でのゲームリリース、あるいはゲーム化

IP獲得のための日本のアニメ等への投資といった日中間のインバウンドやアウトバウンドの動きが活発化し

てきています。

　スパイスマートはこのような動きに対し、いち早く対応し、日本・中華圏でのゲーム事業に関するインバ

ウンド・アウトバウンドのサポートを手掛けてきましたが、提供できるサービスが限定的であり、越境事業

者のニーズに十分応えきれていませんでした。

　このような市場環境において、スパイスマートの日中におけるネットワークと当社のリソースを掛け合わ

せることにより、上記ニーズに応えることが可能となり、更なる事業拡大が可能と考え、株式の取得に至り

ました。

　　(3) 企業結合日

平成29年７月１日

　　(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

　　(5) 結合後企業の名称

名称に変更はありません。

　　(6) 取得した議決権比率

100%

　　(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得したことによるものです。

　

　２ 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　　平成29年７月１日から平成29年９月30日まで
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　３ 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価　　　　　　　現金　　　　　1,000,000千円

取得原価　　　　　　　　　　　　　　　1,000,000千円
 

 

　４ 主要な取得関連費用の内容及び金額

　アドバイザリーに対する報酬・手数料等　　 1,801千円

　

　５ 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　(1) 発生したのれんの金額

　　　　891,605千円

　　(2) 発生原因

　　　　取得原価が企業結合時の時価純資産額を上回ったことによるものです。

　　(3) 償却方法及び償却期間

　　　　10年間にわたる均等償却
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成28年１月１日　至　平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
(注)２

ゲーム事業

売上高    

  外部顧客への売上高 14,532,054 58,752 14,590,806

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － －

計 14,532,054 58,752 14,590,806

セグメント利益又は損失(△) 4,021,896 △17,101 4,004,795
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、イベント事業・その他事業を含ん

でおります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しているため差異調整は行っており

ません。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３ゲーム事業

売上高      

  外部顧客への売上高 18,145,502 92,853 18,238,355 － 18,238,355

 セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ 399 399 △399 －

計 18,145,502 93,253 18,238,755 △399 18,238,355

セグメント利益 6,524,039 24,647 6,548,687 △399 6,548,287
 

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、イベント事業・

　　　　　リサーチ＆コンサルティング事業・その他事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△399千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

当第３四半期連結会計期間より、株式会社アバシーの全ての株式を取得し、株式会社アバシー及び同社の子会社

である株式会社スパイスマートを連結子会社としたことに伴い、「リサーチ＆コンサルティング事業」を事業セグ

メントとし、「その他」の区分に含めて記載しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

△21円92銭 70円41銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は
親会社株主に帰属する四半期純損失金額(△)(千円)

△801,320 2,587,713

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額又は親会社株主に帰属する
四半期純損失金額(△)(千円)

△801,320 2,587,713

普通株式の期中平均株式数(株) 36,548,978 36,753,313

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 67円58銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 1,537,106

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― －

 

(注) １．株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額又は四半期純損失金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

   １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前

第３四半期連結累計期間244,645株、当第３四半期連結累計期間180,568株であります。

２．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＫＬａｂ株式会社(E25867)

四半期報告書

17/19



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年11月９日

ＫＬａｂ株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   由　良　知　久   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   唐　澤　正　幸   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＫＬａｂ株式会

社の平成29年１月１日から平成29年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年１月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＫＬａｂ株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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